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17世紀ハブスブルク家における婚姻政策の交渉過程と婚姻儀礼
ースペイン宮廷における一事例についてー

小野寺華子

EI proceso de negociacion matrimonial y la ceremonia del matrimonio 
de la casa de Habsbur只oen el si立10XVII en la corte de Madrid 

Durante 10s sig10s XVI y XVII， las dos ramas de 1a casa de Habsbしn宮o-laespauo1a y 1a 

austriaca-se unieron po1iticamente a traves de matrimonios mutuos. Este aTticulo ttata sobre 

1a negocIacion matrimonial de1 matrimonio del emperador Leopoldo 1 co札I¥1argaritaTeres3 de 

Austria， hija de Felipe IV， con el uso del diario de1 conde de Potting， e1 embajador del Sacro 

Imperio en Madrid. EJ desposorio y 1a jornada de Margarita Teresa de AustrIa se reaJizaron en 

1666， tras repetidos retrasos， dos anos y medio despues de 1a firma de 1as capitulaciones 

matrimoniales. Este articlllo examinala causa de 1a 1entitud en 1a corte de Madrid en torno a 1a 

determinacion de 1a jornada a Viena de l¥l1ar・日aritaTeresa de Austria 

はじめに

近世期のiillヨーロッパの各王家は、婚姻政策を通じて多かれ少なかれ血縁関係によって繋

がっている。 16、17世-キ己にわたって|司lj!A治以骨をff*り返したスペインとオーストリアの同ハプス

ブルク家は、その代表的な例である。ヰIjl壁ローマ皇帝マクシミリアン 1世 1'laximilian1 (1459 

年生-1519:::1三没)の息子ブイリップとカトリック両王]の娘フアナとの間の嫡男は、 カjレロス 1

世 Car10s1 (1500年生-1558年没)としてスペインをハプスブルク家の支配下におさめ、カール

5 世 Kar1V としてヰItl~~ ローマ皇帝位を受け継いだが、彼の引退後、同家は、嫡男フェリペに受

け継がれたスペイン・ハプスプjレク家と弟フェjレディナントに受け継がれたオーストリア ・ハ

プスブルク家に分派した。 1700年にスペイン ・ハプスブルク家が断絶するまでの 200年!旬、歴

代のスペイ ン王の匂:后はオーストリア・ハプスプjレク家のJ土il自であり、婚姻政策を過して政治

的連携の維持に努めていた。本稿では 17世紀後半に執り行われた、ネIjJ聖ローマ皇子青レオポル

ド1世Leopold1 (1640年生-1705年没)と彼の姪にあたるスペイン王女マJレガリータ・テレサ ・

デ ・アウストリアIvlargaritaTeresade Allstria (1651年生-1673年没)の婚姻が成立するまで

の過程について取り扱う。

M.ミリャンのlit.修による研究集録2のに1:1には、ハプスプルク両家の婚姻に関連した先行研究

がいくつか存在する。王女マjレガリ ーク ・テレサ ・デ・ アウストリアのヴィーンへの輿入れに

伴う奉公人の編成についての研ヲVでは、琴公人の選定やヴィーンへの輿入れに|捺しての支出
について記されている口ヴイー ン宮廷における皇妃マルガレ←テ(スペイン王女マルガリー

タ・テレサ ・デ ・アウストリア)についての初防γでは、オーストリアへの輿入れからヴィーン
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での宮廷生活について記述されている。 17世紀の河ハプスブルク家出身の王妃・皇妃の輿入れ

にi強行した奉公人についての研究5では、フェリペ3位の娘マリア・アナ・デ・アウストリア

Tvlaria Ana de Austriaがオーストリアに輿入れした|捺に同行した随員カにその娘マリア・アン

ナ・フォン・エスターライヒ MariaAnna von Osterreichの輿，入れの際に帰国し、そのままスペ

イン宮廷で、仕えていた役職者がその娘マルガリータ・テレサ・デ・アウストリアのオーストリ

アへの輿入れに随行し、母娘3世代の輿入れに際しての|姐員の大部分はドイツ罰怪111.:Jj身ではな

く、スペイジ誇園出身であったことが述べられている。

オーストリア宮廷から見たスペインのイメージについての研究りでは、王女マルガリータ・テ

レサ・デ・アウストリアと共にスペイン宮廷から同行した女官たちの不澄tさや、王女の輿入れ

の度重なる延期によるスペイン官;廷の“冗長"や“遅さ"といったスペインのイメージが、オース

トリア宮廷』こ定着していったことが記されている。

本稿では、レオポjレド l世とマルガリータ・テレサ・デ・アウストリアの婚姻について、千111型

ローマ帝国の大使としてスペインに着任したペッテイング伯爵 Grafvon Potting (1627年生

-1678年没)の1:1記7を過して、王女のヴィーンへの出発の日程が決定するまでの過程と婚姻に

関連してスペイン宮廷にて執り行われた儀礼について取り上げ、王女の輿入れの度重なる延期

の背z景にあったスペイン宮廷の-遅さ"の要因について検討していく。

1.輿入れに向けての協議の開始

ネ111霊ローマ帝国の大使として、スペイン国王フェリペ4世 Felipe1V (1605年生-1665年没)

と1663年4月28日に初めての公的な謁見を果たしたペッティングイ1;1蔚-は、フェリペ4世と

オーストリア・ハプスブルク家出身の王妃マリアナ・デ・アウストリア]¥l[arian8de Austria (1634 

年生-1696年没) 8の!日?に生まれた王女マルガリータ・テレサ・デ・アウストリアとネIII]~ ローマ

皇帝レオポルド 1世の婚姻を完遂させる任務を皇帝より任され、 1663~q三 12 月 18 日にレオボル

ドl世とヨ三女マjレガリータ・テレサ・デ・アウストリアの婚約が締結された。しかしながら、

1662年 11月から 1663年 1月の|間に、レオポjレド l世の弟を含むオーストリア・ハプスブルク

家の男性王族が3名亡くなっており、ペッテイング伯爵ーによると、そのような不古な状況下を

危似したスペイン宮廷では、王女が婚姻を結ぶにはまだ年齢が若すぎるという名目で王女の輿

入れを延期し、オーストリアへの輿-入れの日程の交渉は難航していた90

1664-ilミ3月7E!の日記には、，[午後]511寺に1!1王との謁見が行われ、皇帝陛下より婚約者の

輿入れの日程の取りまとめる任務を授かったことを、仁l強と書而で示した10jとあるが、スペイ

ンへの着任から一年近くが経過してもなお、婚姻の日程の協議にはまだ取り掛かっていないこ

とが見てとれる。 3月31日の日記には、「メデイーナ[・デ・ラス・トーレス]公民が午後に私

を訪ね、皇后株の輿入れのとi程についての|君主の決定[が警かれた書:1犬]を持ってきたlJjと記

されており、ブエリペ 4世は王女のオーストリアへ向けての出発を翌年の 4月とする決定を下

したi20 しかしながら王女の輿入れの交渉はその後一向に進むことはなく、 7月9E!には「我が

皇后様の輿入れの日程に関して、とてもtillflJりした調子の書簡を国王に献上した13jと記録され
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ており、フェリペ4世に状況を確認する害状を送っていることがわかる。 10月21日の日記に

は「王妃と最近の事柄や皇后の輿入れの日殺にワいて話し合った14Jとあるように、一向に進ま

ない輿入れの交渉を円滑に進めるため、オーストリア・ハプスブルク家出身の王妃マリアナ・

デ・アウストリアに働きかけている。さらに 10月24日には円二後にメデイーナ[.デ・ラス・

トーレス]公j号とマジョ-)レ通りにある公爵邸で、我が皇后様の輿入れの1:1税に関して長時間

にわたって重要な協議を行い、公爵に対して強く心に訴えかけるように話した15Jとあり、スペ

イン宮廷の重鎮で、あり親オーストリア派であるメデイーナ・デ・ラス・トーレス公爵Duquede 

Medina de las Torresに対‘してさらなる協力を仰いでいる。

村i型ローマ帝国を 11:1心とする;連合軍が行っていたオスマントルコとの戦争の終結の知らせが

11月2EIにペッテイング伯爵のもとに)!:f:lき16、ハンガリーでの戦部を理由に王女の輿入れの延

期を主張していたスペイン宮廷の大義名分が無くなった。さらに 11月13日にペッティング伯

爵のもとに届いた神聖ローマ皇帝の害状には、フランスのスペイン王位への野望をj坊ぐために

は王女の輿入れは必要不可欠であると記されており 17、その害状をもとにスペイン宮廷での説

得をIZ:Iった。フェリペ 4-jJtの長女、マリア・テレサ・デ・アウストリア MariaTeresa de 

Austriaはスペインの王位継承権を放棄した後、フランス王ルイ 14世LouisXlVの王妃となっ

ているが、王位継承権放棄の条件であるフランスへの持参金の支払いがスペインの財政によ

りっているため、老齢のフェリペ4世と虚弱体質な嫡男カルロスが逝去した場合には、スペ

イン王位を主張する可能性があり、それを防ぐための措置であったといえる。

11 )~ 15 EIのEI記には「よF後511寺から王妃と長時間にわたって謁見を行い、帝室への輿入れ

のEI程に関する[皇帝陛下の]害状に書かれていた内容を詳細IIに説明し、協力するよう、わが

皇帝の指示のもと、王妃を説得した。謁見の後、メデイーナトデ・ラス・トーレス]公爵-の

執務室に赴いて伺じ議題について長時間協議し、皇帝の害状を渡した18Jと記されている。 11

月初日には「午後311寺から国王に長時間にわたって個別の謁見を賜り、 4月に予定されている

わが皇妃桜の[代理結婚式やスペインからの出国の]正確な日程について、わが皇帝が害状に

て私に委託した内容を説明し、それについてまとめた文書的君主に丁重に献上した。謁見の後、

jレイス・デ・オジヤングレン卿19に伺じ内容のことを説明するために、秘書宮たちの執務室に文

書を渡しに赴いた20Jとある。このように、フェリペ4-1立、王妃マリアナ・デ・アウストリア、

メデイーナ・デ・ラス・トーレス公[号、ルイス・デ・オジヤングレンljflllDon Luis de Oyanguren 

の1m者を説得-することによって、入れの交渉の促進を図ろうとするペッティング伯爵の意図

が見てとれる。その一方で、 11月21自に、スペイン宮廷において影響力があり、なおかつ反

オーストリア派でフランスとの接近を望むペニャランダ伯j蒋Condede Penarandaが、ナポリ

副王の任務を終え、スペインに帰国したベニヤランダ伯爵はかねてから王女のヴイーンへ

の輿入れに反対の立場を示しており、ペッテイング伯爵が面会を申し入れても 131]前払いされる

有様であり辺、王女の輿入れについての交渉は再び難航することとなった。

年が明けて 1665:{:I三に入ると、 1月18日の記録には「医ITは皇后様への随行としてカルドナ

公爵を任命した23Jと記されているように、オーストリア宮廷に随行する人員の選定が進めら

れた。さらに 3月22日には「あちら[王宮]でメデイーナ[・デ・ラス・トーレス]公爵と共

に初めてベニヤランダ伯爵と会談したおjとあるように、メデイーナ・デ・ラス・トーレス公爵
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の仲介で、反オーストリアの立場を示しているベニヤラシダ伯爵との初めての会談が実現した 0

4月6自には rメディーナトデ・ラス・トーレス]公爵が、わが皇妃様の[代理結婚式のJ1:1 
穏を 8月とする国王陛下の決定をうおらせたさ5Jとあり、 1665年4月に設定されていた日程が8

月に延期されることとなった。しかしながら 7月に入っても具体的な決定はなく、 7月14日に

はペッテイング伯爵のもとに;オーヌトリア・ハプスブルク家の分家であるチロル・ハプスプ

ルク家の当主が嗣子を残さずに死去したとの知らせが届いたo その日の日記には、「午後に[メ

デイーナ・デ・ラス・トーレス]公爵に会うために、レテ ィーロ[王宮]のサン・ファン礼拝

堂に赴き、その知らせを伝え、それにより皇后陛下の輿-入れの日程を急がせる必要性について

伝えた26Jとあるように、チロル・ハプスブルク家の当主の逝去に伴い、オーストリア・ハプス

ブルク家の男性王族はレオポルド 1世を残していなくなり、跡継ぎの確保が急務となったため、

翌日にはl君主と王妃のもとに参向し、「両陛下にインスブルックの大公の逝去のお悔やみを申

し上げ、この機会に[皇后陛下の輿入れのJ1:1程について、新たにより一層の懇願をした27J。

7月四日の日記には、「午後にニタルトヰ111父28と1)ソラ男爵29が会いに来た。我々は皇后陛下

の輿入れの日程について長時間にわたって会議を行い、ここ[スペイン]では何か月も[交渉

の進展が]止まっているゆえ、どのように皇帝陛下に返答すればよいか話し合った30Jと記され

ており、本国への説明責任とスペイジ宮廷への催促について、オーストリア出身者の内輪で相

談している。翌日には，1君主陛下に[皇后陛下の輿入れの]日程[の決定]を急ぐ必要性を、

多くの重要な理由と共に述べて、開校のことを一枚の紙にまとめて書面で奏上した31Jとあり、

すぐさま行動に移している。また7月22日には「王妃陛下と日程に関してしっかりと話し合

い、王妃陛下にも協力していただくために、一昨日 I~I王陛下~.こ献上した害状の写しを献上し

た32J とあるように、王妃に対しても輿入れの実現に向けて協力を願い出ている。さらに 7月

29日にオーストリアから届いた神聖ローマ皇帝レオポルド l世の害状には、改めてオーストリ

ア・ハプスブルク家存続の危機の状態にあり、一刻も早い輿入れが求められており、それが叶

わない;場合には、スペイン・ハプスブルク家への金銭的な援助の停止も示唆されていたお。す

ぐさま伺 1:1にペッティング伯爵は、「午後511寺に国王陛下と会談するために[王宮にJj吐き、我

が皇帝のこの目的のための害状を献上したが、それに先立って王妃に対しても同じ役目を来た

し、いとやんごとなき花嫁の[オーストリアへの]出発のための協力を求めた34J。

しかしながら、代迎結婚式の日程は予定の8月になっても一向に決定されることは無く、老

齢で健康状態が思わしくないフェリペ4世と病弱な幼年の嫡男カルロスのいずれかが逝ー去した

場合には、状況次第ではレオボルド l世が自らマルガリータ・テレサ・デ・アウストリアを迎

えにスペインに赴くべきであるとの考えがスペイン宮廷にはあった350 スペイン・ハプスブル

ク家の男性王族が途絶える可能性は十分にあり、王位継承権を持つマルガリータ・テレサ・デ・

アウストリアを国外に嫁がせるよりも、スペインに居を構えることのできる配偶者を選ぶべき

であるという意見さえ存在していた360
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2. フェリベ4世の崩御と宝飾品の贈呈の儀

一向に進まない輿入れの交渉を推し進めるために、ネ111袈ローマ皇帝のレオポルド 1世は婚約

者であるスペイン王女に婚約の証の宝飾品を贈呈することを決定し、オ←ストリアから宝飾品

を持参したハラッハ伯蔚'.Graf von Harrachが8月23日にマドリードに到着した370 8月25日

のペッティング伯鼠の日記には、それらの宝飾品を点検したことが記されているο

ハラッハ伯蔚が持参した[皇帝から婚約者への]宝自[IliI!~~I を伴見した・・・一つ lêl はダイヤモン

ドとルビーととても大きな真珠の宝釘li'!I~~I で、非常に高価なものだった。もう一つは、とて

も大きなサイズのエメラルドでできていて、皇家のj浪IHITIJ相続の宝ulliI~~~ で、 10 万ド ゥカード

の供託金と引き換えに、いとやんごとなき花嫁に貸与される。三つ自の宝飾IRlは皇帝陛下

の肖像画で、大きな様々な税類のダイヤモンドで飾りが施されている。 38

9月11E!の日記には 「メ デイーナ [・デ・ラス ・トーレス1公爵が自身の秘書官を通じて、

皇后様の代理結婚式の日程が10月 101:1と宣言する国王の害状を送ってきた。夜、はその決定に

ついての感謝を述べるために国王のもとに参向 し、皇后陛下の[輿入れに|捺しての]航海につ

いての文書を献上した。また国王は私に対し、代理結婚式の当日、式の最中に、わが皇帝の誓

いの言葉を自分でl偲くことも宣言した39Jと記されている。しかしながら、9月13I~I からフェ

リペ4--UJ:は危篤状態に入 り、 9月171ヨに崩御したことにより 、10月の代理結婚式の挙行は|玉!離

な状況となった400

幼年のカルロス 2.J並Car10sII (1661年生-1700年没)が即位すると、フェリペ4世妃マリア

ナ・デ・アウストリアが摂政を担うことになり、王女のヴイーンへの輿入れの日程の交渉も王

妃によって執り成されることとなった。 10月12日の日記には「プラスコ・デ・ロヨラ卯1Iの害:状

を受け取ったが、 それには、皇帝の代理で結婚式を挙行するための委任状を持っているかどう

かを、王妃が知りたがっておられるので知りたいと書かれてあった41Jと記されてお り、その翌

日の日記には「プラスコ・デ・ロヨラ卵Ilと、代理結婚式の日程について会談するために執務室

にj吐き、 IYI~ 日の害状の返答として既に 6ヶ月以上前から代理結婚式を挙行するための委任状を

持っていることを伝えた42Jとある。 10月19日には 「皇帝の[代理]結婚式の日程についての

王妃陛下の決定をプラスコ ・デ・ロヨラ卯1Iから知らされたが、それによると 2月i中旬と決めら

れたそうである。何度も約束がなされているが、今国はそれが遂行されることを神に祈る

と言己ffi~ç されてい る。

11月7E!には宝飾l!!?lを持参したハラッハ伯爵をペッティング伯爵が王族に紹介する形で謁

見が行われ'1<1、この謁見を経てハラッハも宝t1ili'~~~I の贈呈の儀に参加で、きるようになった。 11 月

18 EfのEf記には、 r411糾ご王妃陛下に王宮に呼ばれ、我が皇后椋に宝飾品を贈呈する必姿がある

と言われた45Jと記されており、 11)~ 20 Efの記録によると、王妃が二日後の 11月221:1に宝飾

ll品の贈呈の儀を執り行う決定を下している460

午後4引11時寺にヨ王-1宮白百，においてわが皐帝からわが皇妃j様;立菜j長iへ宝宝:ゴ到到f到剣飾4副布札ji，!，品jil
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礼は以下の手JII員で、行われた。[午後]3時過ぎ、大使たちの指南役であるアロンソ・デ・パ

ス卿が、酪王陛下の馬車2i告を伴い、我々を王宮に連れていくために我が家に到着した。

一台自の馬車には、私、ハラッハ伯爵、リソラ男爵、オッペルシュトフ伯爵、ツヴァイア一

男爵、前記の指荷役が釆った。もう一台の留王陛下の馬車がそれに続き、その後方に誰も

乗っていない私の予備の篤車が続き、そのあとに、ハラッハ伯爵の行くところに常に差し

向ける私の馬車が続き、リソラ男爵の馬車と、もう 2台の私の馬車が速なり、全部で7台

で、どれも侍従がたくさん乗っていた。王宮に到着し、我々は数多の廷l主とともに王妃の

前室に上がった。(-..)我々は前室に入ると、王妃を迎え入れて儀式を始めた。王妃は[そ

の時まで]肖像の閉じいら少しやり、一方の側には王が、もう一方の側にはわが皇妃様が、

メディーナ[・デ・ラス・トーレス]公j専ヤモンデーハル侯爵ともに控えておられ、ブミ執

事のモンタ jレト公爵もいらっしゃった。この方々が王妃と共に[前室に入ってこられ]着

席されると、王妃は私に戴IIJ\~するようお命じになった。(--.)その後ハラッハ伯爵が話し始

めた。次に我々は国王陛下に近づき然るべくご挨拶を1:1=1し上げ、わが女主人皇妃枚の前で

も関根にご挨拶申し上げ、ハラッハ伯爵-は皇妃撲に対し、然るべく主君の意思を述べ伝え

たのち、 3種類の宝飾品を献上した:[3つのうち]2つは皇家の限嗣相続品で、一つ!ヨはあ

まりにも大きなサイズの5つのエメラルドで、二つlヨはルビーとダイヤモンドででき

殺と真珠からj去っていて、珍しいので大変高価なものである。 3 つ@は、[皇妃様]ご l~l 身の

財産となるものであるが、わが皇帝の肖像画が付いた大きな箱で、今流行のやり方ですば

らしい細工が施された様々なl豆大なダイヤモンドがはめ込まれていた。[皇j舌]陛下はす

べて[の宝飾を受け取られ、送 IJ主がどなたであるかをよく弁えられた上で、それに

ふさわしい特別な謝-意を表された。我々は[皇后佳下の]両手に接吻をし、[行きと]r司じ

者たちと共に、 l司じマジョ-)レ通りを通り帰宅した047

ブエ 1)ペ4-1立の逝去の影響もあり、宝tiIjIJ!品のII、首主の儀礼を執り行ったおげさとして、代理結婚

式やヴイーンへの出立の13程の決定といった具体的な成果が挙げられたわけではなかった。し

かしながら、婚約の証として限嗣相続の宝飾品が贈呈されたことは、スペイン宮廷に対して婚

約を再雌認させる上で意味があったといえよう。

3.輿入れの出立の日程の最終決定とスペインでの代理結婚式

1666年に入ると、 2Hの代理結婚式の挙行に向けてガ附ilが進められ、 l月11:1の1::1記には「皇

后!娃下の宝物番兼l出納係で、あるルーカス・コルテス肝!日が訪ねてきて、 g!Q入れに向けての準備の

状況について報告してきた4SJ と記されており、輿入れの準1iillが順調に進んでいたと見られて

いたが、オーストリアに赴くために必要なガレ -m~:'i隊の準備が;帯っていることが、 1 月 27 1::1に

ペッテイング伯爵に知らされた490 2月71ヨの日記には、日午後]4 n寺に王妃陛下と、代羽!結婚

式の|ヨ ~31 とそれに関連する議題について入念に話し合い、害状を i献上したQ 陛下は夜、に日程は

3月15日に定まることを保証した。そうなることを判に祈りたい50Jとあり、 2月の中旬とさ
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れた日程が再び延期されることとなった。

ヨーロッパの王族問の!玄11祭結婚においては、新婦が祖国を出発する前に祖国にて新郎の代理

を立てて結婚式を行つ習慣があり、 2月17Elにペッティング伯爵-はレオポルド 1-1立の指示のも

と、メディーナ・デ・ラス・トーレス公爵に新郎の代理の役割を依頼した510代理結婚式の日と

された 3月151:1の日記には i[ヴィーンへ向けての]出発は、疑いなく今月末もしくは 4月の

初めであると王妃法下は保証された52Jと記されており、またもや1:1粧が引き延ばされた。 3月

訪日の!時点においても具体的な 1:1程は決まっておらず、最終的に代理結婚式とヴィーンへの向

けての出発の日税が確定したのは、代理結婚式の一週間前の4月18日であった。 4PJ 18 Iヨの

日記には「絶対に復活祭の|ヨに代盟結婚式が行われ、復活祭の週の三自由に[花嫁一行がヴイー

ンへ向けて]，IJj9をするようにすると、王妃陛下は非常に誠意のこもっ した53Jと記

され、翌日には代理結婚式でレオボルド l世の代わりを務めるメディーナ・デ・ラス・トーレス

公爵にもり:1:1らされた一週間の11J]で婚礼の儀式に関する最終的な準備が進められ、復活祭の

~5L EIにあたる 4月251:1に代理結婚式が執り行われた。

復活祭のとiであり、それゆえ二重に喜ばしい。なぜなら、この日にわが皇帝が、マルガリー

タ・マリア[・テレサ]王女殿下と、幸せに結婚されたからである。結婚式は以下のよう

に執り行われた:皇帝陛下の代理人であるメデイーナ・デ・ラス・トーレス公爵は、私、

スペイン大公たち、大部分の貴族たちを悶伴者として邸宅へと招いた。そこで私は4台の

}~~]I[ と共にあちら[公爵邸]に到着したが、外交問の乗った馬車は[沿道の人々に〕それ

と認識された。というのも、当地の宮廷でかつて見られたことがないほど豪華で美しいも

のだったからである。その後我々は公i専の邸宅を出発したが、最初にi司伴者の貴族たちの

馬車が出発し、次にナポリ王国の馬車に乗った公爵が出発した(馬車の31~が八角形で良く

は見えないが)。我々は次の}II買呑で;}~]I[に在った:新郎役であるメディーナ[・デ・ラス・

トーレス]公爵、私、アルパ公民の三名が前方に;ベニヤランダ伯爵、パストラナ公爵と

彼の息子カ宝後方に。公爵の馬車の後ろには、計í~ も乗っていない私の馬車が続き、皆の拍手

|喝采を受けながら、その次に公j詩の侍従たちの馬車が続き、その後には私の侍従の}~~ll[が

続き、その後は他の貴族の侍従の馬車が続いた。の大渋滞とすべての人が絹と張り枠

を身にまとい参加したために人の流れが滞ったので、公爵の邸宅から王;さへの到着までは

11時間半以上かかった。その後、祭JJI;Zをまとったコロンナ枢機卿が、総大司教や聖職者と

共に入場し、婚姻の儀が、通常の様式でいつも通りの質問で執り行われた。儀式が終わる

と、皇后陛下は王妃に近つぞき、脆いて手に接吻をし、王妃は皇后陛下を、このよなく気品

にあふれて愛情に i'~ilì ちたやり方で立たせた。[皇后陛下は]司王にも i司じようにされたが、

国王は接吻を受けなかった。その後、[皇后陛下は]上座に座り、メデイーナ[・デ・ラス剛

トーレス〕公爵が手に接|吻をし、続いて私も接|吻をし、[皇后]1佳|でに、我が皇帝陛下の感

謝の害状を献上した(その害状では既に我が皇后・新婦と扱われていた)。その後、出席者

全員が両陛下の平に接l切をした治人すべての人が作法を理解しているわけではなかった、

ある人は皇后陛下から始め、また加の人は王妃陛下から始めていた。すべてが終わると、

メディーナトデ・ラス・トーレス]公民‘は私に、互いに労を讃え合おうと言った。 55
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そして、代理結婚式iが執り行われた3日後の4月28日にスペイシ王女マルガリータ・テレサ・

デ・アウストリアはヴィーンに向けて出発をしたD

皇后陛下の輿入れのための旅が始まった最もめでたい日である。それは正午からいl寺にか

けてのことだ、った。ここまで、愛情深い母と娘の別れの光景は見たことがなかった。[皇后]

|陛下は、王宮から別れを告げるために枇足修道院へ立ち寄り、そこからアトーチャの聖母

袈堂に行き、そこでは、この大切な至宝の道中の無事を願ってマドリードヰ1 [の人]が集

まっていた。私は、最初の宿泊地であるパjレデモロまで、皇j言陛下lこお仕えし、そこには

午後 1011寺に到着じた。[皇后陛下が]馬車から|埠り、宿泊する部屋までお仕えしたQ56

翌日 の日記には、 íJJ:: .é1ニに皇后陛下とお別れをし、午後 811寺にマドリード~こ戻った57J左記され

ており、スペインでの代理結婚式の儀礼とヴィーンへの出立に関する大使としてのペッテイン

グ伯爵の任務は完7した。

おわりに

本稿では、 1663年にや11型ローマ帝国大使としてスペインに着任したペッテイング伯蔚の日記

をもとに、スペイン直廷におけるマルガリーク・テレサ・デ・アウストリアのヴイーンへの輿

入れの交渉について見ていった。やIj聖ローマ皇帝レオポルド l世とスペイン王女マルガリー

タ・テレサ・デ・アウストリアの婚姻は、|司族問の政治的結束を強めるための重要な婚姻政策

であったにも関わらず、 1663年 12月18日に締結された婚約が実際に成立するまでに約2年半

という長い年月を姿した。 引11袈ローマ皇帝レオポjレド 1世の名代であるペッティング伯爵は、

王女のヴィーンへの出立を一日でも早く実現させるためにスペイン宮廷内で奔走し、レオポル

ド l 世もまた|浪嗣~;I~統の宝飾を贈呈することによって王女の輿入れの交渉の進展を I~I ったが、

王女のヴィーンへの出立の日程は度々延期され、定まることがなかった。その背景のーっとし

て、スペイ ン・ハプスブjレク家の王位継承問題が影を落としていた。 1665年9月に老齢のフェ

リペ4世が崩御し、その跡を継いで王位を継承したカルロス 2世は幼年で、さらに著しく虚弱

体質であった。このような王位の不安定な状態は、スペインの王位継承維を持つマjレガリー

タ・テレサ・デ・アウストリアのヴイーンへの輿入れの交渉に対するスペイン宮廷の対-応の";I遅

さ"をもたらした要因の一つであったといえよう。

l カスティーリャ女王イサーベル1-Ilt (1451 年生-1504年没)とアラゴン王フエjレナン1"'2世 (1452年

生-1516íl~没)。

2 Martinez Mi11<:1n， ]ose， Macal Lourenco， Maria Paula (Coorcls.)， Las Relaacnes Disぴ 6Lω entrelas 

M01wrquiαsHistα'12αyPoγtzほuesα:Las Cαsas dιlos Reozαs (s:iglos XV、XIX)，η01.1， 11， ln; Ecliciones 
PoJifemo， Maclricl， 2008; Martinez Millan， Jose， Gonzalez Cuen叫 l~ Ll bén (Coords.)， La Duzastia de 10s 
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Aus初旬:LαSrelaciones ent?'e la Monα?'qui，αCαtolicαy e1 1mterio， 7)01. 1， 11， Edicio.nes . PoJ:ifemo， 

Madrid， 2011 

3 Labrador Arroyo， Felix，工eI.organizaciou de la Casa de Margarita Teresa de Austria para su 

jornada al Imperio (1666)" en Maninez Millan， Jose， Macal Lourenco， Maria PauJa (Coords.)， Las 

Relaciones..Discγetas entre lα~s Monar(juiαs I-Jista:ηαァPOγtuguesα:Las Cα~sa，~ de las Ranas (.'iiglos XV~ 

X1X)， vol. 11， Ediciones Polifemo， Madrid， 2008， pp.1221-1266 

4 01ivan Santaliestra， Laura， "Giovane d'anni ma vecchia di giudizjo: La emperatriz Margarita en Ja 

corte de Viena" en Martinez I¥l]jllan， J ose， Gonzalez Cuerva， Rllben (Coords.)， LαDinastia de 10s Austn'a. 

L邸内初江017e5enlre la ]Y1onαγqui，αCαtolu;αy el 1mte?'io， vol. JJ~ Ediciones PoJifemo、Madrid;2011; pp 

837-908 

5 .Novo.Zaballos， Jose Eufino， • "Relaciones entre las CorteS de Madrid y Viena durante el siglo XVII a 

lTaves de los servidores de las reinas" en Martinez Millan， Jose， Gonzalez Cllerva， Ruben (Coords.)， La 

Dinastia de los Aus初旬:Lαsrelαcwn邸 entγela Monαγq悦αCαto!icαyel 1mjJ俳句，vol. n: Ediciones 
Polifemo， Madrid， 2011， pp.701司757

6 Smisek， Rostislav，“Quod gel111S hoc hominum: Margarita Teresa de Austria y su corte espanola en 

Jos ojos de 10s observadores contemporaneos" en Martinez Millan， Jose， Gonzalez Cuerva， Ruben 

(C∞rds.l，Lα Dinαstiαde los AU5tγiα:Lα5 rel(j.cion邸側trela A1071αγquiαCαtolicαy el 1m，抑γio，vol. 11; 
Ediciones Polifemo， Madrid， 2011， pp.909-951 

マ NietoNuno、MigueJ(Ed.)亀 Diaγiodel Conde de Potting; Embajadoγdel Sαcγo Romano 1叫0erioen 

A1adridρ664-1673)} tomo 1， 11， Biblioteca Diplomatica Espauola， Madrid， 1990 

スペイン諾十こ j~l能であ ったペッテイ ング伯蔚は 1664 年から 1674ι 年かけてスペイン宮廷での事柄

を記した日記をスペイン語で残している。ペッテイング伯爵ーの日記は 1664:i:1三1月から始まってお

り、|司王・王妃への謁見、宮廷人・他国大使・聖職者との会談、君主であるネ111堅ローマ皇帝への報告、

教会への参向について幅広く記されている。 母国語で、あるドイツ詣ではなく、スペイン詩で日記を記

録した迎1~:1 については明らかではないが、この 日記に掲載されている外交j幾密は少ないため、他者に

読まれたとしても|問題は無かったためにスペイン詩で記述されたと推測する。

8 フェリペ 4.11tの二番 I~I の王妃で、フェリペ 4 祉の姪にあたる。ネI11笠ローマ皇帝レオポ jレド l 世の

i司母宮市で、ある口 ドイツ451はマリア・アンナ・フォン・コニスターライヒ D

9 Nieto Nu九0，Miguel (Edよo戸.at:， t071'lO 1， p.20 

10 1bid.， p.22 

“:A Las cinco huueαud7:enciαdel Rey， retrese1ztiωzdolo en UQZ y tor Tゆe1loque 5tt A1agestad Cesareα 

mehαもれαencαγgαdosobγe 1αdeteγγmnαa01ぺde la jomαdα de 1αCesaiγeαNobiα" 

J J Ibid.) p.21も

“Por la tarde ?ne uisito el Duque de A1edina lγαyendome 1αγesolucion del Rey sobγe lajoγnoda de la 

5eiioγαEm台ω'αt?'iz.}} 

]2 1bid.} p.31 

J3 Jbid.， p.4-3 

“He dado un台αjJelα1Reツ切れ叩 comedidosobre la jornαdαde 10 E悦 jJe?'αiγ1之nu5eカora.}} 

]iI 1bid.， p.61 

“'11<αble a 1αReynαsobre !αsmα切れα:scon叩~ntes， y {deJ 1αjornodαde!αEmjJeγα土-riz.J! 

15 lbid.， p.もZ

“POγlαLiαrde tube zω1αlαrg.αsession y de mucha con5equenzαcon e1 Duque de Nledina en su cαsαde 1α 

C(j.lle A~のor， 50b問 lαjo?'?Zαdade La Enψerαtγiz m.i 5e7iora. }} 
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1も 1bid，.p.も3

17 Ibid.， p.もら

鴻 1hiιJP釦
“POγla tardeαLas cinc，οtuue unαlαrg，αα:udiω1.C1，αcon 1αReYJ2α， rejJγesentα:ndolαt07' ?nenor 10 que 

hαuzαtγα"ido el coγγeo e11 1a 111αterzαde la jornαda de la NobiαCesω'eα，αnzntαndola jJo1' 0γden del 

Em.舎がαdoγmiSeii.o1' Tαγα que coojJere. Destuぉ dela audiencia bα'Jeα1 quα:?'to del Duque de Medina， 

Lγαtα:ndo con el la J:γusmαmα:te7Ia 1αγgamente，ッω1土:regandoLe1αcaγtαcesα'?'eα" 

19 国王jすきの秘書官であり、!盟主との直接の協議をする椛 IlJ~を有 し ていた。
20 lbidをJ p.もも

“:A las tres destues de medz'o-diαtubeα'udienciαtα7丘culaγdelRey， 711Uツ1α:rg.α，retres伺ztandole10 

que elE;nTerαdor mi Se?ior me hαuzαenca:γg∞zdo con su correo， en 111.αter問、delα 台γec~sα ]omαdα de la 

E符吋')erαt?'iz1ni Se?iorαjJarαel mes de abγil， dα:7zdole sob1'e lo n1Ismo制zjJαjJelcon toda distinction. 

Destues deむto悦 efuiαlα Cobachue.lαajJαSa?'los ojficios Tω'αiιl} ?nismo intento con el don Luys de 

Oyangu1'en. )) 

乱 p.も9

22 1bid.， p.71 

23 1bid.， p.83 

“El Rey nO?1'lbroα1. Duque de Cα7'do7lαjJor el acomtα公αmientode la Se7iorαEmjJerαtriz. " 

・治 1bid.， p.もも

“HabZe alli Gon el Duque de lVledinα)1 [con el} Conde de Pe7ìa?'Q?~da 1a t1'imer，αvec. JJ 

百 1biι，p.100 
“EI Dugue de Medinαme enbio Za 7'esolucio7Z del Rey sobγe lajomαdαde Za Emteratγi之miSeiio7'，αs 

t仏;7'0.elαgosto. " 

26 Ibid.， p.122 

‘!争01'1αtardeれzefui、α:1ReUro a la ennitαde San .luan i1 uee~γ 叫 Duque， y confeγiγ50bγe el γeferido 

cαso )' de C07?7，O hauiα?neneste?'α:tresurαr 1α]ornαdαde la Se先omEmterαtriz. !I 

27 Ibid.， p.122 

"Di e! jJesωne丘sus.Magestαdes台oγiα muertedel Seiior Aγchid?，叫ももede llzsjJruk， que Dios teng.α， C07l 

esta ocαsion luce nueuαs y muy ajJγetadαs U1st，α:ncias sob?'e 1α]omαda・ η

28 オ ーストリア出身の王妃マリアナ・デ・アウスト リ アのlI!t~~i~司祭を務めており、王妃の相談役とし

て政治にも携わっていたが、スペイン宮廷でのfW=I:Uは芳 しくなかったq

29ペ ッティング伯j存の交渉を補佐するために レオボルド l世によってオースト リアから派遣され、

l665年4月仁スペインに着任 したo

30 Ibid、， p.123 

“'Poγiαtaγdeもanoιueeγmeel PadTe lVeithαrt，ッelBαron de LisoLa. Tubimos unαmuy 1αγgα 
confe7'enaa 50bre 1αjornadαcesαγea，ッdeconw se hauiαde Tee?γ1biαr e1 correo， aqzuya de muchos?nむes

detenido. " 

31 Ibl:d.， p.123 

“Fle hablado al Rey $obre 10 que conuiene 5eαtresuγe lαjoγnadα， )' esto toγmuchosγeleuαntes 

motutos; dαmdole 10 mumo tor escγito en zωzjJαjJeし"

泣 lbid.，p.123 

“Elable ι laReynα 1守口。αtretadωnenle en lα ??'lαteriα de 1α]0γnαdα，dα:ndoLe un tγαsLado del jJajJeL qも(.e
αntes de α'wr dl:αl RelJヘわαγα QueSu 1l~α立estαd cooかeγeen ello， " 
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33 Ibid.， p.124 

34. p.124 

“'Fuim.e α las cinco de 1a torde [a] h α blα ァα lRey， θω7ηztア何egαω7ηldole Z.ω正dωfβscωGアω saeωste ββ伽ndelE 
Se引iior，desjJues de que hice la misma function con la Re')羽α的tertekmdosu cooteraao7J. jJara la戸Q1，tida

de laAμgustissimαNobiau 

35Jbzd.2p.128 

36 Maura Gamazo， Gabriel， CaT10s su corte， tomo 1: Liberia de F. Beltran， Madrid， 1911， p.87 
37 Nieto Nu白0，Miguel (Edよo戸.cit.， ωmo 1， p.129 
38 Ibid.， p130 

"FJe visto las joyαs que truxo el Conde de HIα7γαch， que son tresρ1匂-α .)La戸nme.r，αesuηdim?'lαnte， 

un rUb7; y una戸erlαmuygrαnde，de J?'lUChO vαlor. .La otra cinco eS?nαァαldαs，de mμy grande tmnmio; y 

estαson a1α'.;as y jOYαs vinculαdas de l，αCαsa， y se emte元αna 1α αNoviαjJor _lOO ;nil 

ducados. La teTCeTα70yaωel retraωdeSuM仰estadCesarωgμαrnecido conωrio genero de dimn{l}z!・es
Jnuy gr，αndes" 
39 lbid.， p.134 

"EnbiOJne el Duque de Medinαρ01' un secretario suyo la resolucion del Rり ρorescrito de que la 

jornadαdιJαSeflOrαEmteratriz se declar，αuαρω'a los diec de octubTe. Fuune a dar g;'aciωαl Rey de 

esto， y le di unjJajJel sobre la materiαde la e1nbαrc・αCi071de laMαdestad Cesareα. Dec1arose似1nbienC072-

el Rey de que queriαt01nαl' sobre si 1αβ1'OJJzesαdelE7ゆがadm'J1U Sdio1'μ1'a el diaタルnctionde1 
des戸oson:o.

JJ 

40 lbid.， 1コ.138
4J lbid

リ iコ.142

"Tubeμn戸αteldel don Blasco de Loyola en el quα1 en nombre de la Rのl1Zαdeseωωsabe1'si teniαZos 

ρoderesραra el desjJoson:o cesα1'eo. 
IJ 

42 Ibid.， p.142 

"Baje destues a la Couαchiuelαtarαhαblαァαlfdon]Blasco de Loyola sobre la mate?句 delajornαday 

diciendole 1a Tisβues似 que117eρidio ayeT sobre que ya mas de seis 111.6SeS tenia los ρodeTes戸aTaeL 

desjJoson:o刀

43 Ibid.， p.143 

“Tube 1αresolucion de la RのJJlαρoraviso de don Blasco de Loyola sobTe la j目。アnαdacesαTea en qαe 

ραra ello se delennuzαel mediado del mes dejセbre1'o，ρlegaαDiosqμe 10 que tantωueces seρ1'omete 

1αm bien una se CUl1ψJG.P3 

44 Ibid.， p.148 
45 Jbid.， p.151 

・ ~4 Zαs qualアome llamo !a Rの'nαadecinne de que se hazuan de entregar !ωρ 

Seω7βimアP匂αIJ
P 

46 lbid.， p.152 
47 Ibid.， pp.152-153 

'A las (jUαtro de la tαrde se hico laβmcionjJμblica a Palacio de la entrega de las jo_yas deβα1'le del 

EJ.nμ叩 do?'mi SeiiorαlaE?1ψeratn:z mi Saiora，' cuyαβt7lCZ切zse hico en la forma siguiente. De5jJues de 

7as tres llego en nzi casαel Conduclor de los Embajαdores， don Alonso de Paz， CO?l dos coches deZ Rey， a 

!lωanzosαPalacio. Entra?nos，ρ似品 enel戸1'imercoche )10， el Conde [de] HaJアαch[elJ Ba1'on de Lisola， 

[el] Conde [deJ Otte1'sto_凡 feljBαronfde]ZwのJer，y el dicho Conductor. ・zuoseel otTO coche del Rey， 
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destues el mio del resjJeUo sin que estuuiese nαdie dentro， luego mJ coche que siemtre asute叫Condede 

Eα:?'rαch， des会uesel coche del Bα1'0九 ldeJLz:sola y otros dos 111ios， en todo siete llenos de 

Gentileshomb問s，Llegados a Pαiαcio， subi.mos con numerosisszmo cortejoαiαα:ntecαmαγαdelaReY7lα. 

〈…)Enlradosen 1ααばecamarαemtecamosnuestγαfuncion co仇的l.tγα7αiαReyれ仏 quese estubo en eZ 

Sαl017 de los Retratos CO?1 el Re)1αlladoッiαSめ1.0rαE711.:台eγα'triz，en tresenaαde las dQ1nas， ldelJ Duque 

de Meduw， ldel} Marques de Mond~jar al otγo lado， y del Dもtquede Mont，αlto， M;α仰:)1抑1ゆO併r(.ぬ10111-れnoωoMα仰y卯1冷O併r，

i台'yuestoscω01抗'zlαRe句3川α仏， !拘gueJ 矧~e I悦%α∞:ndocuぬ{
Destzμ4碍e抗邑 7れ7.OSαGω'c仰?汎wsαlRey，a dαγle el deuz'do cumtLim，iento，ツconesto nos ?1Zeti711!os deLante !deJ 1α 

5e;告:orαEmte;γα'1'r切れue-st?'αA111.仏 αlαcuα1elConde de F[aγγαch， destues !deJ la deuidαrejJresent，αcion， 

entrego 1αsjoyas que c6nsistiαn enわ'esdifeγ的ztesjJiecαs:' dos VU1.cu!αdas de 1αCasαlαjJγtγnerαde cinco 

esrneraldi邸 deecesl:冷ota:悦め0，la segundαunγubi， U71，αγOSQ de diamante，ヲuna争erla，cosa tor su 

raredαd degrandisimo uα10γ，ァ latene1'a， que刀emαjJrotiαIunαgγαnde caj.αde retrato del Em台erαdor

m7: Senor; de uαγios y grandisimos dia1?1，ωztes， Zabrado al uso de hoy，αdmirαblemente. Reciuiolo todo 

5uMαgestad coηzo de quJen ueniαn con jJω，ticular selial deαgtadecimiento. BesamosLe entγαmbos la 

mano y nos boluI7nos con el nusmoαcωnjJα先的niento，y jJor lαmzsmαCα'lle AÆα~yoγ que uenimos a cαsα )) 

48 Ibid.
J
. p.1(も?

“V7:no [tαJhαbla:γme don Lucαs Coγtes， Guαrdα'JoyαsッPag.αdorde lα5e長oraEmterαtriz， dandome 

cuenta del estado y fo1'γna de Lasむ1'euen口oれ:estarαla jonz，αda" 

49 Jbid.， pTマ5
もむ lbid.， pJ77 

'1~αble α!αs quα:t1'oαlαRe)1?7α悦 u_'YGuidαdosα'?nente sobre 1αJornαdαY i?'lα'teγ叩aeLLo争eγLeneciωzte，

dωzdoZeαssz机 ismoωz，tゆel.Aseguγoη'1e 5u Nlagestad de qωla dichajomαdαse h似 iαdeentretrendeγ 

jixamenteαlos 15 de ma1'co. Pleg.αa Dios queαSS7: se hαgαプ

51 Ibid.， p.181 

52 Jb7:d.， p.18'マ
“'_Ag1'adeciomelo mucho 5u AAαgestlαd，αsegurando que lajo1'nαdαse 11俳句indubitαble7nenteo afin de 

esteηzes 0 a jJrimeγos de αb1'u. Pleg.αι D1:0S qza la maLdαd se confundα，) 

53 lbid.， p.l95 

“se declαro 5u A1agestαd contαiαbγαs muy eStresiuαs de quereγαbsolut，αmente que el destosouo se 

hag，αel jJγimer diαdetαsquα，ッ lajomadαelterceγ" 

54 Ibid. I p.195-196 

55 Ibid.， p.l97-198 

“el feli伊zentedesTosado el EmjJerαd抑制:i5e元07'，con lα5erenisS7:mα171fante do先αMm'g，αγit.iαMa1'iα

de Austn:αi la qual funcion se hico en estlα間的wrα:e1 DU{Jue de ji1edina !deJ las Toγres， como 

Procurαdo?' de 5u Aftαgestad Cesa1'eα， COi11，bido a 1m:、αlosGrωzdesツ慌の併合α1'tede la Nobleca， a su 
cαsα，tα.γa e1αcomjJα合的niento，con que llegue alla con nus qualro coches， hαuiendo sido 1'e乙onocidoel 

del cuerto el mαsγico )' hndo que se hαyα uisto en estiαCoγLe. Destues salunos de lαcαsαdel Duque， los 

se元O1'esdel αcomta先αmientot1'ime:γos， desjJues el Duque en su coche de AαjJoles， cuツαfonnα71.0jJα1'ecio 

bien， e1'αachαuado. rNosJ esntωγzas en e1 en lafoγ111αsiguiente: el Duque como nouio， )'0， y el Duque de 

Albα， todos t1'es ;"untos delωzte; del:1'as el Conde [deJ Penanmdα， [y el} Duque de Pαstranaツsuiho. 

De司0uesdιeste coche del Duque se u{a el mio uacio，αclamαdoyα'jJLα:udido de todos， !uego el coche de 

!os gentueshombγes del Duqu久desjJuesel {coche} con los mios， yαssi aLteγnatiuame7'lte los demαs， Desde 

lαcαsα de! Duque se emtZeo 7nαs deω1α 11.0γα y 1J1.ediαhαst，αl!egαraPαlacio， tor el gγandisim，o 
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embaγα[0 de los coches y gente， to1'que concurγio todo de seda gua，rdαinfiαntes‘DesjJues.entro .el se?zoγ 

Cαrdenαd Colom叫 ，uestido en tonti!icilαl， CO?もelPαtriαrcay el cle?'o， y 5e hic6 1αfuncioηdel de5tosoho 

e7も!afoγmαycoηt?'eguntωαcostumbrαdαs. Acabado quefue， seαceγo laM.;αgest;αd CesareααlaRey守1αy

enγodillas le beso 1ωηtα11.0， 1αquαIIα!euω1.to con mejor graciαy ternu?'，αque a todos tudo cαU5a?'. Lo 

mis?J'lO hico con e! Rey， el qual 110 5e dejo besαγ lα 叩ω7.0.Lueg() 5e puso en el mejO?' lug，α:1'， y もU:“れ比t:土恥̂，

Duq郁'Uωede !Y!edz:nα/;如'aαjbe邸Sαarlelaαm汎1αωn叩0，α1qもtolseguiαyo， entreg.α'71doα5u A1agesl，αd unαcarta del 
EmtemdoγmJ 5e?ior deαgrα'tulacion，αdonde Ja lγαtauαッαcomo5uEm抑7山'izydestosαdα. Det:ra5 de 

nos-ot7'05 llega?'on tod05 los jJre5ente5 a besαγla mano a 5us Magestlαdes， y confonne no todos sutIe1'on lo 

que se hα[ZωZ， unos en2やecα:ronco?z la EmjJerαt1'iz， otros con !a Reyna. Acαbαdo todo e5to， e1 Dt?ijue de 

li1edinαquiso 邸 eγcUarcom市goγecztrocacoγte5ia.1J 

56 Jbid.， p.l99 

“Dzαel 7?'WS dichoso en eL qual 5e dl:0 jJγincitioαlαJomαda de la EmjJer，αtγiz mi 5e伝~orα， desjJues de 

medl:0-diααlαunα. EI destidimiento de la 11]，αdrey ihafue de las cοsα5mαs tieγnαs que jamas se uzeγOJl. 

Su 班αgest~αdse fue desde el Pα:lacio enjJαs5andoα'1 Conuento Real de !as DescαZc抗争wαdestedi1'se，y de 

alla a Nuest;γαSめorade Atochα，αdonde se junto todo el N!adrid tarαα:ugurar feuc jonzαdαa e5ta加工

ゆγeciαdαJOツαYomefuiαde!αnte sl:ruiendo a su _%αgestad hαsta VaLde71'lorO， jJrune'γαtosミαdα，αdonde

llego 5U Mαgestadαlas diec de 1α]1.oche. H.alLemeαiα salidαdel cocheαcomt同andoa Su 1111昭est~αd

hαst:αsu quα:1'tO. JJ 

57 Jbid.， p.199 

“DesjJedune aγnedio-dia de la EmjJer.αlriz 71'U Se?ioγα， y boluune de~jJues a Mlαdridαiα5 ocho de la 

tαrrde. J) 
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